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印
刷
業
者
が
使
用
す
る
、
商

業
用
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
の
消
耗

品
や
オ
プ
シ
ョ
ン
製
品
の
製
造

を
手
掛
け
る
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
。
独
自
技
術

で
製
造
さ
れ
る
自
動
色
補
正
な

ど
の
機
能
を
持
つ
オ
プ
シ
ョ
ン

製
品
は
、
多
く
の
顧
客
か
ら
支

持
さ
れ
て
い
る
。玉
木
さ
ん
は
、

「
顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
生
産
現
場

の
課
題
に
基
づ
い
た
技
術
開
発

を
心
掛
け
て
い
る
」
と
語
る
。

コニカミノルタメカトロニクス株式会社
モノづくり革新室・玉木克明さん

課
題
に
基
づ
く
技
術
開
発

コニカミノルタ
メカトロニクス株式会社

2016年設立。商業用デジ
タル印刷機の消耗品などの
製造を手掛ける。中でも、自
動色補正などの機能を持つ
オプション製品は、独自技術
により製造されている。
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印刷業界に革新を

モノ、ヒト
シゴト。

TOYOKAWA PRODUCE

豊
川
発
で
世
界
に
展
開

豊川市が誇るモノづくりと、それに携わるヒト
を紹介します。

1開発された生産システムにより効率化が進んだ製造現場2商業用デジ
タル印刷機には、さまざまな機能を持つオプション製品の付属が可能3こ
れまで人が行っていた部品の検品を、開発されたシステムで行う
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印
刷
現
場
で
は
、
通
常
、
印

刷
時
に
生
じ
る
色
ズ
レ
な
ど
を

人
の
目
で
確
認
し
、
品
質
の
悪

い
印
刷
物
の
抜
き
取
り
や
再
印

刷
と
い
っ
た
作
業
が
必
要
と
な

る
。
こ
の
た
め
、
一
連
の
作
業

に
多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、
色
の

補
正
や
検
品
作
業
の
自
動
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ

オ
プ
シ
ョ
ン
製
品
。
印
刷
作
業

の
効
率
化
に
よ
り
顧
客
の
負
担

を
軽
減
し
、
印
刷
物
の
品
質
向

上
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
製
品
に
は
、
約

5
千
点
の
部
品
が
使
用
さ
れ
、

う
ち
7
割
を
自
社
で
製
造
。
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
部
品
を
効
率
よ

く
製
造
す
る
に
は
、
生
産
工
程

の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で

人
が
行
っ
て
い
た
作
業
工
程
に

A
I
（
人
工
知
能
）
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
作
業
を
自
動
化
。
さ
ら

に
、
作
業
者
が
現
場
で
培
っ
て

き
た
知
識
・
経
験
・
技
術
を
デ

ジ
タ
ル
技
術
と
融
合
さ
せ
、
最

適
な
生
産
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
作
業
者
ご

と
に
ば
ら
つ
き
の
あ
っ
た
品
質

が
一
定
と
な
り
、
生
産
性
も
向

上
し
た
。
玉
木
さ
ん
は
、「
現

場
に
合
っ
た
技
術
開
発
が
こ
だ

わ
り
。
小
さ
な
改
善
で
は
な

く
、
劇
的
な
改
善
を
目
指
し
て

い
る
」
と
話
す
。

印
刷
業
界
を
支
え
る
独
自
技
術

　
人
や
国
な
ど
に
と
ら
わ
れ
な

い
モ
ノ
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
。「
豊
川
で
生
ま
れ
た

技
術
を
世
界
中
の
生
産
拠
点
に

展
開
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
を

感
じ
る
」
と
い
う
玉
木
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
現
場
や
顧
客
の

課
題
解
決
の
た
め
に
革
新
的
な

技
術
開
発
を
続
け
て
い
く
。




